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　２０２０年、一体だれがこの様な社会に
変化をすると予測出来たでしょうか。新型
コロナウイルス感染症という未知なるウイ
ルスの影響によって、我々が住み暮らす東
京はもちろん、日本国さらには世界中で、
これまでの生活様式さえ覆るほどの変化が
生まれ、今なお様々な対応が行われており
ます。

　しかし、その様な状況下においてもＪＣＩ
東京メンバーは行動を止めることなく、今
の社会・地域に必要な活動を率先して行っ
てくれました。そして我々の活動に共感を
得て頂いた様々な方々、新たな協力団体や
各種企業様と共に、実に多くの運動を実施
し発信をすることが出来ました。賛同をい
ただき、私たちの運動にご協力いただいた
全ての皆様に改めて御礼を申し上げます。

　私は年初に、「新時代を切り開く東京」
～変化に強い人財が溢れる社会を目指して
～と、２０２０年度のＪＣＩ東京の運動の
方向性を掲げさせていただきました。私自
身、ここまで社会が変化するとは予想もし
ておりませんでしたが、このスローガンを
掲げた意図は、時代の変化とともに各分野
で起こる社会課題に対して、どの様な問題・
事象が起きたとしても他人事にすることな
く、その課題に向き合い各個人のビジョン
を持って行動するという意識変革に重きを
置きました。しかし残念ながら、昨年末よ
り準備をしていた事業や推進運動は計画通
り実施できないものも多くありました。さ
らに本年開催が予定されていた東京２０２
０オリンピック競技大会に関しても来年に
延期になるなど、これまで経験をしたこと
が無いくらい、私たちが当たり前の様に
行ってきた全ての行動に制限がかかったの
です。

　JC 活動とは、JC とは何か、これまで当
たり前の行動、スケジュールで活動をして
来た私自身を含め、多くのメンバーが悩ん
だと思います。しかし、社会課題やおかれ

ている環境は違えど、戦後焼け野原であっ
た１９４９年 9 月 3 日 この私たちが住み
暮らす首都東京の地で、新日本の再建は
我々青年の仕事である。と、４８人の青年
が強い志を抱き、東京青年会議所は設立さ
れたのです。私たちはこの様な時こそ、こ
れまでの経験とネットワークを駆使し、今
社会に必要な行動をとるべき団体であるの
です。まさに本年は、新型コロナウイルス
感染症に対して、いかに感染リスクを抑え
られるか、そして今後どのように共存して
行くかについて、他人事では無く、我が事
として捉え、個人のそして組織の方向性、
対応を議論出来た年でもありました。

　誰もが経験をしたことのない状況の中、
各分野において、計画をした事業とは規模
や手法は違えど、実に柔軟な発想で様々な
多くの取り組みを実施することが出来まし
た。実施をした詳細な活動内容、成果につ
いては、各委員会の報告をご覧いただけれ
ばと存じます。
　そして本年の大きな成果として、ＪＣＩ
東京の中長期ビジョンを作成する事が出来
ました。青年会議所は、単年度制であり、
明るい豊かな社会の実現という私たちの理
念は変わる事はありませんが、時々の理事
長によって運動の方向性は様々です。今後
どのように社会が変化をしてゆくかは明確
ではないですが、私たちが目指すビジョン
を作成しＪＣＩ東京としての運動の方向性
をメンバーが理解し、そして社会へ対して
連続性を持った運動を展開し発信してゆけ
ればと思います。ＪＣＩ東京の中長期ビ
ジョンは、これまでの物質的、経済的な量
から捉える豊かさではなく、各個人の幸福
や文化的・精神的な心の豊かさ、そして全
ての市民が持続的に幸せを共有してゆくこ
とができる社会、質を追求した個々の豊か
さへと意識変革してゆくことが重要とし策
定いたしました。ＪＣＩ東京は、持続可能
な幸福中心社会の創造を中長期ビジョンと
して掲げ行動して参ります。このビジョン
はメンバーや市民の行動を制限するような
ものでは無いです。そして、変化の激しい

現代社会において、このビジョンを社会情
勢に合わせて柔軟にアップデートし、未来
を構想してゆくことで、新たな世界を東京
から示してゆくことができるものとを信じ
ております。

　この１年間、新型コロナウイルス感染症
の影響により大きく社会は変化をしました
が、同時に青年会議所運動の本質をあらた
めて見直すきっかけになったのだろうと自
負します。　　
　私たちは青年経済人であり、今後の未来
を他人事とすることなく、様々な分野にお
いて各個人がビジョンを持ち、より良い社
会を構築してゆく行動を続けてゆくことが
必要なのです。社会は日々目まぐるしい速
度で変化を続けております。東京青年会議
所が設立された当時には予測もつかなかっ
た様々な要因から、これまでの常識も通用
しない新たな時代に変化しているのです。
いつの時代も、私たちだからこそできる運
動とは、活動とはなんなのかを考え、議論
し、青年らしく失敗する事を恐れずに、明
るい豊かな社会の実現に向け挑戦してゆき
ます。ぜひ、私たちの組織へご理解をいた
だき、ますますのお力添えを賜われますよ
う、心からのお願いを申し上げます。
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動とは、活動とはなんなのかを考え、議論
し、青年らしく失敗する事を恐れずに、明
るい豊かな社会の実現に向け挑戦してゆき
ます。ぜひ、私たちの組織へご理解をいた
だき、ますますのお力添えを賜われますよ
う、心からのお願いを申し上げます。

理事長あいさつ

伊澤 英太
公益社団法人 東京青年会議所

第 71 代理事長
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「未来を切り開くビジョンと人財の創造」の基本方針のもと、

中長期ビジョンの策定と人財育成を行って参りました。 

中長期ビジョン策定特別会議は、1 月例会を主管し、外部

講師を招き共にビジョン策定を行い、第 8 回理事会において

満場一致にて審議可決いたしました。また9月例会を主管し、

中長期ビジョンへの理解を深め、賛同者を得る行動を行って

きました。スタートアップアカデミー特別委員会は、事業構

築セミナー等を開催し、青年会議所の理念などをメンバーに

伝え、拡充を行いました。またガイダンスセミナーを開催。

Web を活用し同期会結成式も行い新しい形を模索し挑戦を

続けました。 

２０２０年度の運動にご賛同賜りましたすべての皆様に感謝

を申し上げるとともに、今後も変わらぬご支援をよろしくお願

い申し上げます。

1 年間の活動を讃える褒賞につきまして、例年すべての褒賞を１２月例会当日に発表させていただいておりましたが、本年、新型コ
ロナウイルスの影響により当日参加が叶わない方に対しても褒賞させていただきたく、また、より多くの会員の皆様へ褒賞に資する
方を知っていただきたいという想いを込めて、１２月例会当日と動画による事前発表という2つの手法に分けて褒賞を行いました。

「新時代を切り開く政策推進運動」の基本方針のもと、経済

政策室、政治行政政策室及び教育政策室を担当し、政策の

立案、実行を行ってまいりました。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、運動自体の中止や変

更があった激動の一年でしたが、経済政策室では「技術革

新で新たな価値を創造する経済政策」を目標に２月例会と

推進運動を行いました。政治行政政策室では「市民一人ひ

とりが自ら考え選択できる政治行政」を目標に１０月第一

例会、推進運動及び各種討論会を開催いたしました。教育

政策室では、「変化に強い人財を育成するための教育システ

ムの構築」を目標に推進運動を行ってまいりました。運動

にご賛同賜りました皆様に感謝を申し上げます。

「新時代を切り開く新たな「社会連携」の構築」を基本方針として、
組織力向上室、渉外連携室及びブランディング特別委員会を担
当させていただきました。組織力向上室では、スタッフ会に参加
し一緒に問題抽出を行い、Web を活用した拡大セミナーの開催
では、より入会候補者に寄り添ったセミナー開催を行いました。
わんぱく相撲全国大会は未開催となりましたが、２０２１年以降
の開催が円滑に行える準備をしてまいりました。渉外連携室では
渉外活動を通じて本当に連携をとるべき団体や協力者、海外
LOM を巻き込むことで、東京青年会議所の社会的認知度の向上
を行いました。ブランディング特別委員会では、Youtube での

教育コンテンツをメンバー向けに配信し、各委員会における闊達
な発信を促す発信アワードの新設をいたしました。8 月例会にお
いては今後増えていく配信型例会における事後配信の有用性を明
確にし、推進事業ではＴＢＳラジオを手法として平均視聴１３２０
００人（ビデオリサーチ社調査）に 3ヶ月にわたる情報発信を行
いました。２０２０年度の運動、運営にご賛同いただき、変化を
楽しんで運動をしていただきましたすべてのメンバーに感謝申し上
げます。

２０２０年度レガシーグループは、『社会にポジティブな変

化を起こす「東京ＪＣレガシー」の創造』の基本方針のもと、

運動を展開いたしました。東京ＪＣ２０２０特別委員会で

は、コロナ禍における課題や情報を各国大使館と共有し、

次年度以降に繋がる持続的な国際交流関係を築く行動を起

こしました。そして、国際政策室では、国際社会で活躍で

きるグローバル人財の育成を目指し、大学と協働したグロー

バル人財育成プログラムを実施することができました。ま

た、共生社会政策室では、障害者雇用における課題に着目

した推進運動を実施し、持続的な共生社会の実現に向け運

動を展開してまいりました。 

ご支援ご協力をいただいた皆様、誠にありがとうございま

した。

本年は、新型コロナウイルス感染症と戦い続けた１年でし

た。多くのメンバーが運動の歩みを止める中、JC 活動を行

うか行わないかの判断はそれぞれでしたし、どの判断にも

間違いは無いと思います。一方、こんな年だからこそ普段

見ることのない、ＪＣＩ東京の可能性も見ることができまし

た。 

生活自体を脅かす社会課題に対し、「このような時だからこ

そ行動を起こすべきだ」と立ち上がったメンバーが多く存

在したことです。また、１年前から積み上げてきた事業計

画が実行できなくなる中、日時、形式、内容を変えながら

公益事業を展開していく姿は、まさに「変化に強い人財」

であったと思います。これらの貴重な経験をもとに、新た

な世界を創り上げていって下さい。 

一年間ありがとうございました。

副理事長 外口 真大

最優秀東京 JC 賞

財務室

■ 地区委員会部門

金子　春菜 
河野　翔太
有村　尚樹 
清水　紘武
平山　勉
前田　亮
髙澤　啓資
高須　英和
戸塚　利治
戸井　崇人
長田　祐美
福地　大亮
山﨑　和香
井上　吏子
北原　沙友里
伊奈　亜有美
原　彩子

新井　一功
平山　勉
青見　文博
高梨　拡
小松　大輔

宮﨑　貴博
- 関東地区協議会 -(ＪＣブランド確立会議 )

( 報道戦略委員会 )
( 国際ビジネス推進会議 )
(SDGs 推進会議　副議長 )
( 地域ビジョン確立委員会 )

( 世界会議支援委員会 )

長島　史明
- 東京ブロック協議会 -

( アカデミー研修委員会 )

渡邉　芳樹 (アジアアライアンス構築委員会 )

田角　龍
長島　史明
谷　洋昌
糸井　健太
壹岐　寅彦
前田　地生
外川　隆司
大川　綾香
竹田　毬
本間　雅也
森田　悟志 
当　博貴
當田　絢子 
今吉　邦夫
飯田　紗織

小林　幸輝
丸山　力三
宮坂　恵利子
田島　慎太郎
原　彩子
島田　健一
松浦　伸明
庄司　剛英
山内　圭輔

菅原　利成 
齊藤　広幸
額賀　逸朗
川崎　比紗子
田中　久登 
内田　裕之
指田　剛直
片岡　裕
松田　有司
城山　貴浩
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「未来を切り開くビジョンと人財の創造」の基本方針のもと、

中長期ビジョンの策定と人財育成を行って参りました。 

中長期ビジョン策定特別会議は、1 月例会を主管し、外部

講師を招き共にビジョン策定を行い、第 8 回理事会において

満場一致にて審議可決いたしました。また9月例会を主管し、

中長期ビジョンへの理解を深め、賛同者を得る行動を行って

きました。スタートアップアカデミー特別委員会は、事業構

築セミナー等を開催し、青年会議所の理念などをメンバーに

伝え、拡充を行いました。またガイダンスセミナーを開催。

Web を活用し同期会結成式も行い新しい形を模索し挑戦を

続けました。 

２０２０年度の運動にご賛同賜りましたすべての皆様に感謝

を申し上げるとともに、今後も変わらぬご支援をよろしくお願

い申し上げます。

1 年間の活動を讃える褒賞につきまして、例年すべての褒賞を１２月例会当日に発表させていただいておりましたが、本年、新型コ
ロナウイルスの影響により当日参加が叶わない方に対しても褒賞させていただきたく、また、より多くの会員の皆様へ褒賞に資する
方を知っていただきたいという想いを込めて、１２月例会当日と動画による事前発表という2つの手法に分けて褒賞を行いました。

「新時代を切り開く政策推進運動」の基本方針のもと、経済

政策室、政治行政政策室及び教育政策室を担当し、政策の

立案、実行を行ってまいりました。 

新型コロナウイルス感染症の影響で、運動自体の中止や変

更があった激動の一年でしたが、経済政策室では「技術革

新で新たな価値を創造する経済政策」を目標に２月例会と

推進運動を行いました。政治行政政策室では「市民一人ひ

とりが自ら考え選択できる政治行政」を目標に１０月第一

例会、推進運動及び各種討論会を開催いたしました。教育

政策室では、「変化に強い人財を育成するための教育システ

ムの構築」を目標に推進運動を行ってまいりました。運動

にご賛同賜りました皆様に感謝を申し上げます。

「新時代を切り開く新たな「社会連携」の構築」を基本方針として、
組織力向上室、渉外連携室及びブランディング特別委員会を担
当させていただきました。組織力向上室では、スタッフ会に参加
し一緒に問題抽出を行い、Web を活用した拡大セミナーの開催
では、より入会候補者に寄り添ったセミナー開催を行いました。
わんぱく相撲全国大会は未開催となりましたが、２０２１年以降
の開催が円滑に行える準備をしてまいりました。渉外連携室では
渉外活動を通じて本当に連携をとるべき団体や協力者、海外
LOM を巻き込むことで、東京青年会議所の社会的認知度の向上
を行いました。ブランディング特別委員会では、Youtube での

教育コンテンツをメンバー向けに配信し、各委員会における闊達
な発信を促す発信アワードの新設をいたしました。8 月例会にお
いては今後増えていく配信型例会における事後配信の有用性を明
確にし、推進事業ではＴＢＳラジオを手法として平均視聴１３２０
００人（ビデオリサーチ社調査）に 3ヶ月にわたる情報発信を行
いました。２０２０年度の運動、運営にご賛同いただき、変化を
楽しんで運動をしていただきましたすべてのメンバーに感謝申し上
げます。

２０２０年度レガシーグループは、『社会にポジティブな変

化を起こす「東京ＪＣレガシー」の創造』の基本方針のもと、

運動を展開いたしました。東京ＪＣ２０２０特別委員会で

は、コロナ禍における課題や情報を各国大使館と共有し、

次年度以降に繋がる持続的な国際交流関係を築く行動を起

こしました。そして、国際政策室では、国際社会で活躍で

きるグローバル人財の育成を目指し、大学と協働したグロー

バル人財育成プログラムを実施することができました。ま

た、共生社会政策室では、障害者雇用における課題に着目

した推進運動を実施し、持続的な共生社会の実現に向け運

動を展開してまいりました。 

ご支援ご協力をいただいた皆様、誠にありがとうございま

した。

本年は、新型コロナウイルス感染症と戦い続けた１年でし

た。多くのメンバーが運動の歩みを止める中、JC 活動を行

うか行わないかの判断はそれぞれでしたし、どの判断にも

間違いは無いと思います。一方、こんな年だからこそ普段

見ることのない、ＪＣＩ東京の可能性も見ることができまし

た。 

生活自体を脅かす社会課題に対し、「このような時だからこ

そ行動を起こすべきだ」と立ち上がったメンバーが多く存

在したことです。また、１年前から積み上げてきた事業計

画が実行できなくなる中、日時、形式、内容を変えながら

公益事業を展開していく姿は、まさに「変化に強い人財」

であったと思います。これらの貴重な経験をもとに、新た

な世界を創り上げていって下さい。 

一年間ありがとうございました。

副理事長 外口 真大
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コロナ禍での JC 運動

運動に関して

２０２０年１月１６日に日本初の感染者が確認されて以降、感染拡大は避
けられず、４月７日には埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、大阪府、兵庫県、
福岡県の7都府県に対して５月６日までの緊急事態宣言が発令されました。

緊急事態宣言に先駆け、東京青年会議所でも４月 1 日に伊澤理事長より
今後の行動方針について説明があり、新型コロナウイルス感染拡大という

状況の中での運動がスタートいたしました。

わんぱく相撲各種大会の中止など多くの事業が開催できない中で、各室、
委員会がこの状況下で「何ができるか？」「何をすべきか？」を考え、新
たに運動構築を行いました。それに伴い、事業構築フローなどを柔軟に
変更し、スピーディーな決断・行動が行えるよう運営面を整えました。

２０２０年度は新型コロナウイルス感染拡大により、3 月例会は初めての完全オンライン例会の実施となりました。また、4 月・５月例会
の中止やオンライン例会での開催になるなど、例会の開催方法が大きく変わった１年でした。

新型コロナウイルス感染拡大を受け、多くの会議がオ
ンラインとオフラインのハイブリット開催となりまし
た。また、２０２１年度理事立候補者選挙や総会など
様々な運営に関する事業に関しても ZOOM などを活

用し行ってまいりました。第１４５回総会では理事及
び監事専任に関する規則について、電子投票を可能と
する変更が決議されました。

コロナ禍での委員会での取り組み（ア
クション）に加え、所属メンバーの取
り組み（チャレンジ）の掲載を行い、
JCI 東京の運動を広く社会に広めまし
た。

飲食店の時短営業やテイクアウト要請
の高まりを受け、ＪＣＩ東京の飲食店を
経営しているメンバー情報ページを作
成いたしました。

様々なイベント中止を受け、東京都・
東京商工会議所・東京青年会議所後援
のもと築地市場跡地にて１８００発の
花火の打ち上げを行いました。無観客
開催のため、TOKYO MX アプリ「エ
ムキャス」でのライブ配信とアーカイ
ブ視聴としました。

「東京 J C ラジオ」は２０２０年 7 月から
３ヶ月間、TBS ラジオにて毎週土曜午
後 9 時４５分～１５分間放送されました。
パーソナリティーはフリーアナウンサーの
吉田明世さんです。毎週１組ずつゲスト
を迎え、東京を取り巻く社会課題やその
解決方法についてお話しいただき、東京
JCビジョンと運動を発信いたしました。

新型コロナウイルス
特設サイトの開設

新時代を切り開く東京

■ 中長期ビジョン策定特別会議
■ 東京ドームホテルにて開催

～変化に強い人材が溢れる社会を目指して～

Tokyo Take Out

大江戸花火２０２０

理事会・委員会運営に関して

新型コロナウイルス感染拡大を受け、新入会員向けの
ガイダンスメンバーセミナー (GM セミナー ) も見直し
を迫られました。結果として、２０２０年度の GM セ
ミナーは、3 月・9 月・１１月は会場でのオフライン
開催と Zoom でのオンライン開催とのハイブリッド形
式、緊急事態宣言明け間もない 6 月はオンラインの
みでの開催としました。

Zoomの「ブレイクアウト―ルーム」を活用したグルー
プワークでは、オフライン・オンライン問わず参加者
全員に共通の検討課題を提示し、オフライン参加者

は対面でのグループ討議、オンライン参加者は 4～
5名程度のブレイクアウトルームに分かれてWebミー
ティングを実施し、グループ毎に結果を報告して共有
する、というワークを実施しました。全てが手探りの
中で実施してきた２０２０年度の GM セミナーですが、
このような情勢の中でも途絶えることなくセミナーを
開催し、多くの新入会員を送り出すことができました。

制約の多い情勢の中で入会した２０２０年度入会のメ
ンバーは、これまでの固定概念に囚われることなく、
自由な発想で運動を展開してくれることでしょう。

ZOOMでのGM（ガイダンスメンバーセミナーの実施）

東京ＪＣラジオ

例会一覧

運営に関して

1

中小企業よ、新たな時代を
切り開け！

■ 経済政策委員会
■ 有楽町朝日ホールにて開催

～イノベーション最前線～

2

新たなる共生社会の実現

■ 共生社会政策委員会
■ オンライン開催

～ Special Works Matching ～
3

君の声で世の中が変わる！
■ 政治行政政策委員会
※ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止。
※１０月第一例会にて開催

4

家庭・地域・学校で育む
子どもの自己肯定感

■ 教育政策委員会
※ 新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止

～褒めるだけじゃダメ？愛が伝わる子どもへの接し方～

5

「自律」した人財とは何か？

■ スタートアップアカデミー特別委員会
■ オンライン開催

～改めて考える体・技・心～
6

FriendShipTOKYO in the
New Normal

■ 東京ＪＣ２０２０特別委員会
■ オンライン開催

～東京の挑戦～
7

言葉の力で新時代を切り開け
■ ブランディング特別委員会
■ オンライン開催

8

未来は僕たちの中にある

■ 中長期ビジョン策定特別会議
■ 会場とオンラインのハイブリット開催

～You can create the world ～

～繋げて起こせよムーブメント～

9

君の声で世の中が変わる！

第 1例会
■ 政治行政政策委員会
■ オンライン開催

10

「企業×ＪＣＩ東京」

第 2例会 ■ 財務運営委員会
■ 会場とオンラインのハイブリット開催

10

「自己主張」出来る人財を作る
■ 国際政策委員会
■ ZOOMセミナーを利用しての開催

11

新時代を切り開く東京

■ 例会運営委員会
■ 十分な感染症対策を行った上で、
    椿山荘にて開催

～変化に強い人材が溢れる社会を目指して～12
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1 月例会は 東京ドームホテルにて、「新時
代を切り開く東京～変化に強い人財が溢れ
る社会を目指して～」と題しまして、新年
賀詞交歓会が開催されました。例会では、
歴代理事長が見守る中、第７１代理事長伊
澤英太君へプレジデンシャルリースが伝達
され、伊澤理事長より今年度の所信表明が
されました。また第 1 部では小池百合子都
知事をはじめとして、東京商工会議所 大
島博副会頭、公益社団法人　日本青年会議
所 関東地区協議会会長 大崎厚郎君より、
祝辞を頂戴しました。基調講演ではブラン
ド戦略コンサルタントの江上隆夫氏よりビ
ジョンをテーマにご講演いただき、ビジョ
ンを持つことの必要性について考える機会
となりました。第 2 部の賀詞交歓会では、
会員会議所メンバー、シニア、関係団体と
の親睦を深めるとともに、２０２０年度の
新理事・委員長、派遣役員が紹介されまし

た。「新時代を切り開く東京～変化に強い
人財が溢れる社会を目指して～」が開催さ
れました。例会では、歴代理事長が見守る
中、第７１代理事長伊澤英太君へプレジデ
ンシャルリースが伝達され、伊澤理事長よ
り今年度の所信表明がされました。また第
1部では小池百合子都知事をはじめとして、
東京商工会議所 大島博副会頭、公益社団
法人　日本青年会議所 関東地区協議会会
長 大崎厚郎君より、祝辞を頂戴しました。
基調講演ではブランド戦略コンサルタント
の江上隆夫氏よりビジョンをテーマにご講
演いただき、ビジョンを持つことの必要性
について考える機会となりました。 第 2 部
の賀詞交歓会では、会員会議所メンバー、
シニア、関係団体との親睦を深めるととも
に、２０２０年度の新理事・委員長、派遣
役員が紹介されました。

新時代を切り開く東京
～変化に強い人材が溢れる社会を目指して～

月例会1
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室 報告
新宿、品川、世田谷、中野、足立の５地区委員会と国際政策
委員会で構成される国際政策室では、コロナ禍の影響を受け
ながらも、各委員長の尽力によって、ＪＣとして行うべきさ
まざまな事業を行ってきました。

共生社会政策室は新たな共生社会の形として中小企業と就労
継続支援 B 型事業所の業務委託によるビジネスの可能性を
テーマに３月例会を主管しました。推進運動では就労継続支
援 B 型事業所を利用する障害者の工賃向上を目的に、中小企
業からの業務委託を増やすべくビジネスマッチングを行いま
した。 

経済政策室は「新たな企業価値の創造」を２０２０年度のテー
マとしてきました。コロナ禍に於ける中小企業の事業継続の
道筋をみつけることを目的に政策委員会、地区委員会ととも
コロナ対策に必要な手法、選択肢を示し、情報発信等も行っ
て参りました。

国際政策室

共生社会政策室 経済政策室

政治行政政策室では、｢政治を身近なものに｣をテーマに、多
くの学生団体を含めた関係団体と連携し、1 年間運動をおこ
なってまいりました。討論会、例会、推進運動と、コロナ禍
ではありましたが、その時の状況に合わせて最善の方法で開
催することができました。

教育政策室では、子供も大人も積極的に学び、変化に強い人
財を養成する必要があることを指し示し、新時代を切り開く
東京の創造に向けて 1 年間運動を行ってまいりました。新型
コロナウイルス感染症の影響で大きく制限された中での運動
となりましたが、非認知能力の中で「自己肯定感」に焦点を
あて、子供や保護者だけでなく、教師の自己肯定感の向上に
向けて運動をしてまいりました。

総務室においては、新型コロナウイルス感染症の影響により、
運営方法を大きく転換させなければいけない１年となりまし
た。その中で、Web ツールについて学び、メンバーに寄り
添いながら、変化に強い人財として臨機応変に対応し、スムー
ズな運営を行うことができました。

本年は新型コロナウイルス感染症の影響により予定していた
担いの大半が中止となり、メンバーがＪＣの可能性を体感し、
自身の成長につながるような機会の構築が難しい一年となり
ました。 「飛べない国際」として成果が見出しづらい一年とな
りましたが、APICC オンライン開催やＪＣＩマニラへの医療
物資寄附ならびにチャリティーオンラインコンサート協力な
どの成果を残すことができました。

財務審査では、混乱の中でも早急かつ柔軟にルール変更し、
明確な審査軸のもと、公益法人として十分 な信用を得ました。 
財務運営委員会では、過去にない協賛実績を達成すると共に、
初となる例会の主管に手を挙げ、その成果を広く社会に伝え
ました。 財務室は柔軟に多くの変化に挑戦し、社会からの更
なる信頼を獲得しました。

本年度、組織力向上室では、わんぱく相撲全国大会の実行委
員会体制の変更と感染症対応の運営マニュアルの策定、会員
拡大ではオンラインを取り入れたハイブリッドな入会説明会
を行い、コロナ禍でも新たに変化に強い人財を創出し、明確
なビジョンを共有し具体的な行動をし続ける組織の構築を
行って参りました。

政治行政政策室 教育政策室

組織力向上室 渉外連携室

総務室 財務室

１２月 5日、ホテル椿山荘東京にて１２月例会が開催されました。 

コロナ禍での開催のため、事前の体調確認やアルコール消毒、ソーシャ
ルディダンスの確保、開催時間の短縮等、感染対策を万全にし、執り行
うことができました。 

第 1 部は公益社団法人東京青年会議所第７１代理事長　伊澤英太君の挨
拶からスタートし、専務理事諸喜田智君より 1 年間の活動報告が行われ
ました。また、表彰式では２０２０年度に最も優れた活動が行われた委
員会に表彰される褒賞が発表されました。第 2 部では今年度卒業を迎え
る１９８０年生まれの卒業生を送り出す卒業式が開催されました。

月例会12

新時代を切り開く東京
～変化に強い人材が溢れる社会を目指して～
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江東区委員会では、「前例にとらわれるな、自ら考え、行動する力を高めよ」

というスローガンを掲げ、この 1 年間、ウェブを利用した定例の委員会、

新型コロナウイルス感染者に対するインタビュー動画やソーシャル・ディ

スタンスについての啓蒙動画の配信、介護業界に対する支援を目的とした

動画を用いた事業の実施をするなど、様々な活動に取り組んできました。

コロナ禍において、対面での活動は制限されましたが、今ある環境下で何

ができるかをメンバー一人一人が考え、行動するという修練にもなったと

思います。２０２１年に向けて 2 人の新規会員を迎えましたので、より積

極的に活動していきたいと考えております。

江東区委員会では、「介護福祉関係者への支援を」というタイトルを付けた地区事業

を実施しました。今後、高齢化率がより高まる現代社会において、介護事業は、社会

のインフラとなる事業として必要不可欠な存在ですが、その一方で、過酷な労働環境・

低賃金といったマイナスイメージから、人材不足に悩む介護事業所が少なくありませ

ん。私たち江東区委員会では、介護事業の真実を伝えるべく、多数の介護事業所を訪

問し、経営者又は施設管理者、職員の方から、介護事業所ごとの理念、やりがい、就

労環境などについてインタビューするとともに、利用者と職員の方々との関わりや現

場の状況について撮影し、介護現場の実情や生の声を、多数発信、拡散しました。また、

コロナ禍において真に必要な支援や行政への要請について調査、発信を行いました。

このような運動を通じて、介護に対する一般市民の理解を深め、若者の就職や転職を

促し人材不足の解消の一助になれば幸いです。

委 員会報告

港区委員会ではこれまで、わんぱく相撲港区大会・港区アートフェス・港

区経済ハブと、地域と密接に紐づいた運動を展開して参りました。平成 28

年には港区との連携協力協定も締結し、行政から我々の運動に対する期待

も一層大きくなっています。これまでに生み出してきた運動が一層地域に

根付き、更には港区委員会の手を離れて自走できる環境を整えるため、２

０２０年度は地域諸団体との協力体制を強化し、より自立した運営を推進

してまいりました。また、２０２０年は「一期一縁」をスローガンに、一

つ一つの出逢いを大切にし、様々な運動を通したメンバー同士の絆やパー

トナーシップを深めることを目指して活動致しました。

２０２０年度、千代田区委員会は「千代田プライド」をスローガンに活動

を行ってきました。千代田区委員会の特徴としては、メンバー同士の結束

力が強いことや主体性を持って行動するメンバーが多いことがあげられ、

コロナ禍でも地区事業や名称使用事業を成功させてきました。地域の学校

や社会福祉協議会との繋がりも強く、事業以外でも連携しながら活動を行っ

ております。千代田区委員会は一人ひとりが千代田区委員会らしさを持っ

たメンバーで構成されています。千代田区は東京の中心、さらには日本の

中心の地区です。メンバー全員が「千代田プライド」を持って行動するこ

とで、明るい豊かな社会の実現を目指しております。

千代田区では、近年、人口の流入により、１４歳以下の人口が激増しております。そ

の結果、今まで想定しかった様々な事象が発生し、地域課題となっております。２０

２０年度千代田区委員会では、地域コミュニティの拠点としての子ども食堂に着目し、

千代田区委員会地区事業～地域で見守る令和の子育て～と題し事業を行いました。講

師には湯浅誠氏（社会活動家）と横山だいすけ氏（歌手・俳優）に登壇いただき、地

域住民の方々に、千代田区内の子育て世帯の現状と家庭を支援する地域コミュニティ

の重要性をお伝えしました。また事業の内容は報告書にまとめ、今後の千代田区にお

ける地域社会のあり方について行政に提言を行っております。千代田区は人口構造の

変化により、これから様々な問題が発生することが予想されます。このようなときこ

そ、我々 JCが地域と行政のHUBとなり、運動を展開していきたいと考えております。

江東区委員会

中央区委員会 港区委員会

千代田区委員会

２０２０年度、港区委員会では新型コロナウイルスの感染拡大という未曾有の事態の

中で、「自分たちができることは何か」を模索し、運動を続けてまいりました。港区

長選挙公開討論会では、新型コロナウイルスの感染拡大の観点から開催中止となりま

したが、より多くの有権者に候補者の政策を知っていただくために、政策一覧表を作

成し、SNS 等で発信致しました。また、名称使用事業として、SDGs をテーマとし

たアート展「港区アートフェス」をはじめとして、次代を担う「小学生・高校生」が

考える社会課題を発表し、大人と議論し、具体的なアクションを起こしていくことを

目的とした「港区ヒーローアカデミー」、"with コロナにおける私たちの健康とビジ

ネス” をテーマとした講演会を実施した「港区経済ハブ」等の事業をオンラインにて

開催し、コロナ禍の中でも新しい生活様式に合わせた事業を行いました。

２０２０年度「想像力で世界を変える」をスローガンに掲げて 1 年間活動

しました。新型コロナウイルス感染症拡大懸念から国際交流事業「中央

WALK」、心のバリアフリー事業「心の手を繋ぎませんか」の中止を決定し、

名称使用事業「第４４回わんぱく相撲中央区大会」も中止となりました。

「Ooedo Happy Festival ～お家でつながる盆踊り大会」は中央区のみな

らず、他地区、他団体、子どもたち、更には海外と多くの方に盆踊りを踊っ

ていただき、ケーブルテレビ番組、WEB 上で発信され、コロナ禍での新

しい事業を形にすることができました。人との接触が制限される中で、オ

ンラインの特性を生かし、離れていながらも皆で活動していく中で、人と

しても成長できたのではないかと感じました。

「Ooedo Happy Festival ～お家でつながる盆踊り大会」はコロナ禍で今私たちに何

ができるかを考えて企画した事業です。多くの夏のお祭りが新型コロナウイルス感染

症拡大に伴い中止を余儀なくされました。そこでインターネットで盆踊り練習動画を

配信し、それを観た中央区の皆様がご自宅で練習し踊ったり、練習の成果を SNS で

発信したりして、お家でお祭り気分を楽しんでもらう企画を考えました。その結果、

自宅でオリジナルのハッピを着て踊ったり、浴衣を着て舞ったりと観ている側も楽し

くなる１００人以上の盆踊り動画が集まりました。また、中央区の多くの商店街の見

どころや歴史を紹介し、地域のグルメリポートなども交え、より多くの方に中央区を

知っていただく機会となりました。盆踊り、商店街紹介を交えたケーブルテレビ番組、

及び WEB 上での発信は多くの方の目に留まり、コロナ禍を乗り越える楽しい事業を

創り上げることができました。
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足立区委員会は、人口約７０万人の足立区で活躍する若き青年経済人の集まりです。
３０代前半のメンバーも多く、日々非常に積極的にＪＣ活動をしております。さて、
２０２０年度は新型コロナウイルスの影響があり、表立った活動がしにくい年でした。

そのような中でも我々足立区委員会は、会員拡大が大切だと考え、ＪＣの魅力につい
て再考しながら外部団体の方々とウェブ等を通じて積極的に交流し、様々なアドバイ
スを頂戴しながら広報活動をして参りました。また、２０２１年度、足立区委員会で
は新規事業を開催致します。２０２０年度、皆様から頂戴したアドバイスを元に、２

０２１年度を更なる飛躍の年と致します。

足立区委員会

北区委員会

本年度の葛飾区委員会は「百花繚乱～芽の出ない種はない水を与え続ける
限り～」をスローガンに運動を続けてまいりました。コロナ渦の中、一人
ひとりがいま自分で出来ることを探して行動していくという意識が充実し
てきたように感じます。新入会員も３名入り、コロナ対策をしながら体験
型の事業を行えたのもメンバーが一丸となり明るい豊かな社会を築きあげ
ようと全員が努力を惜しまなかったからです。全員が自分の才能という種
に修練という水を与え続けた結果、いま綺麗に咲き誇っているメンバーの
未来が楽しみで、これから先も葛飾区の未来を明るくしていくように歩ん
でいきます。 

「働きやすく住みやすい産業地域社会」を実現させるために、次世代を担う青少年の
地域産業への就労意欲を高めることを目的に９月に事業を行いました。産業地域社会
という目標を実現させるためには地域産業の従事者数を増やしていくことが重要で
す。地域産業を盛り上げる為には、地域産業の技術や魅力を葛飾区民に伝え、子ども
のうちから地域産業への就労意欲を高めることが急務です。本事業では、コロナ対策
段ボール避難所製作、電気工事体験、フェースシールド製作、フラワーアレンジメン
ト製作、防災グッズ体験の５つの体験ブースを作り、子どもたちに地域の企業を詳し
く知ってもらいました。ただし、1 校でしか開催できていないため、継続的に区内全
ての学校で行うことができれば、「働きやすく住みやすい産業地域社会」が実現する
葛飾区の未来が見えてきます。

北区委員会の特徴は、とにかくメンバーみんなの仲がいいことです！昨年、当委員会

では１１名の卒業生を輩出することとなりました。１１名の先輩方はとにかくパワフ

ルで、今後これまでと同じように運動していけるのか不安を感じていました。しかし

残されたメンバーが一致団結し、委員会活動を盛り上げることで、これまで以上に活

気をもって活動してきました。そこで培われたのが、メンバー同士の信頼感や、団結

力というチームワークです。このチームワークを活かし、コロナ渦中であっても常に

進化しながら社会をよくしていこうと運動を続けています。激しく変化し、多様化し

ていく社会課題を、柔軟な発想でメンバー全員が同じビジョンをもって共に解決して

いく！そんな素晴らしい環境がここにはあります。

江戸川区委員会は様々な業種の職業がおり、弁護士、会計士、議員、基礎産業、
建築、運送と幅広いメンバーとなっています。会員同士の仲も良く、委員
会終了後の懇親会は全員が参加し意見を取り交わすこともあります。江戸
川委員会の 1 番の特色は、経済的合理性の価値基準を持ち活動できる点で
す。ボランティア活動、地域活動においてもこの観点から活動することに
よって最大効果を出すことができ、過去の流れを何も考えず引き継ぐ悪い
習慣もありません。そのため、事業に関しても毎年地域の課題に沿った事
業展開ができています。会員拡大においてもこのような価値基準をもって
いる委員会に魅力を感じる方も多く、毎年新入会員が増加しています。

本年、コロナウイルスの蔓延により、日本国全体に大きな影響を及ぼしています。江
戸川区においても例外ではなく、各自治体での対応が必須となっていました。事業と
して構築するにあたり、守らなくてはいけないのは医療現場であると考えました。医
療現場といっても幅広いですが、国からの衛生用品が不足している看護、介護の部門
に視野をあて、行政と連携しマスク、消毒品を現場に届けました。金額にして３０万
円ほどになります。本来は区民全員分のマスクを供給することがベストではあります
が、江戸川区委員会のこのような活動により、行政に前もって衛生用品を確保する必
要性を感じて頂けたことは大きな成果であると考えております。継続できる事業構築
が本来の姿ではありますが、江戸川区委員会としては情勢に応じて最適な事業ができ
たといえるのではないでしょうか。

練馬区委員会は２５名前後で活動し結束力が強く、委員会運営から事業構
築まで全メンバー一丸となって運動を興すことをモットーとしている東京
青年会議所では中規模の委員会です。全メンバーが責任感を持って委員会
活動に取り組んでいるため、月に一度の委員会も、出席率が高く、２０２
０年度は欠席ゼロを複数回達成しております。メンバーそれぞれ違う環境
で活動している中で、家庭や仕事に無理のない範囲で活動できるよう協力
し合っています。個人の成長を大事にしているため、多少の負荷をあえて
かけることもありますが、必ず成長の実感ができる委員会です。

新型コロナウイルス感染拡大により緊急事態宣言が発令されるなど、これまで体験し
たことのない状況に多くの市民が困惑いたしました。練馬区委員会として『今』何が
できるかを考え、練馬区のためにできることとして、『練馬応援プロジェクト』を立
ち上げ、動画を作成し配信いたしました。医療従事者など新型コロナウイルスと最前
線で戦っている方に向けた動画と、自粛により自宅で待機を余儀なくされている多く
の市民に向けた応援動画を作成し、迅速に発信対応いたしました。また、区内に存在
する多くの関係団体と協力しマスク不足を解消するために３４ ,０００枚のマスクを
練馬区へ寄贈した『練馬あしながプロジェクト』を発足し、通常連携することのない
団体同士の垣根を超えた例のない初の活動で、今後の災害に備えた絆づくりを誕生さ
せました。

葛飾区委員会

江戸川区委員会

練馬区委員会
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品川区委員会 世田谷区委員会

渋谷区委員会

品川区委員会は、多種多様な職種（建設、旅行、印刷、議員、マスコミ、士業等）
のメンバーが所属しています。各諸会議に参加する際は「品川ツアー」と
題して行き来を共にするなど、メンバー同士の交流が非常に多いのが特徴
です。また、OBとのゴルフも年二回開催しております。外部関係団体では、
品川区や教育委員会など行政、品川区商工会議所などと密な連携を図り、
事業を展開しております。２０２０年度は「志高く」をテーマにコロナ禍
においても、一人一人が地域のリーダーと自覚を持ち、率先して事業を展
開してきました。メンバーの交流だけではなく、「明るい豊かな社会の創造」
に向けて、地域のため、人のために真剣に向き合い、率先して行動してま
いりました。

２０２０年度品川区委員会は、コロナ禍でも品川区内の市民のため、町のために事業
を展開してまいりました。コロナで社会活動が止まっている中、私たちができること
を模索し「＃今できることプロジェクト」を立ち上げ、第一弾「＃献血支援活動」、
第二弾はオンライン事業「＃バランスチャレンジ選手権」、第三弾「＃消毒液寄付」
と幅広い運動を志高いメンバーとともに展開してきました。そして、国際人材の育成
を目的とした「世界と繋がる～２０２０翔け世界へ！～」は、コロナにより開催延期
となりましたが、オンライン開催に切り替えて事業を展開することができました。オ
ンラインという特性を使い、ニューヨークの国連本部で働く、日本の外交官に講師と
して参加いただきました。子供達やその保護者からは「何故外交官になったのか。」、「ど
うすれば国際社会で活躍できるのか。」などの質問が投げかけられました。その結果、
多くの参加者の意識改革へと繋げることができました。

私たち板橋区委員会は、「いたばし」をより良い地域にしたいという
想いをもった仲間が集まり、地域の活性化や青少年の健全育成を目的
とした事業を行っています。所属するメンバーは、タイプも職業も多
種多様。同年代で共通意識を持っているので、社業や家族や個人のこ
とを語り合える仲間が多くいます。そして、「いたばし」で生まれ育っ
たメンバーが多く在籍していることで、より地域に密着した、より地
域を巻き込んだ運動を展開しております。

板橋区委員会

本年度は【輝きある創造～相手を想い、地域を創る～】をスローガンとして、
地域と仲間を想う気持ちを持ち、それぞれが成長しあえる関係を築くこと
を目標に活動してきました。

新型コロナウイルス感染症の影響で多くの名称使用事業が中止するなか、
地域の方のご協力のもと、地区事業「みんなで創る繋がる未来」を開催し
ました。3 か年事業の 2 年目に位置する本事業は、子どもの非認知能力の
向上を目的として運動しています。これからも、明るい豊かな世田谷区の
実現に向け、自らが能動的に、未来を思い描き想像することを、メンバー
一丸となって活動してまいります。

「世田谷区委員会地区事業～みんなで創る繋がる未来～」近年、都市化や地域に地縁
的繋がりが希薄化していることによる、学童期の子どもの「コミュニケーション能力」
の成長への悪影響が危惧されていることから、「子どもと地域の日常的なコミュニケー
ションの仕組みの構築」を目的とし、Web 上で、子どもたちがコミュニケーション
を学びながら、商店街のお店にインタビューをして、お店の PR 動画を作成するとい
う事業を行いました。事業後には、参加した子どもたちだけでなく、商店街の方々か
らも、「地域の子どもたちとの関わりを積極的に持つきっかけとなった」とのお声を
いただきました。今後も、私たちは、本事業のノウハウをまとめたマニュアル動画を
さらに他の商店街や地域団体に発信して実際に本事業と同様の企画が開催されること
を促し、地域におけるコミュニケーションの機会を高める運動を広げていきます。

地区事業の「MANABUYA」では、イノベーティブな起業家を育成し、輩出する土
壌を広げるため、中学生を対象に、有識者の皆様（K.I.T. 虎ノ門大学院教授三谷氏、
セブン銀行・副参事 / 立命館大学・客員教授山田氏、凸版印刷、アイカサ、Grow 
with google、合同会社All Days Sport、中学生起業家加藤氏、アントレキッズ）から、
イノベーション、起業、経済、金融、ビジネスモデル、IT、ユニバーサルの教育事業
を実施、さらに実体験できるグループワークを行い、最終的には、区長、大館市長、
各企業へプレゼンテーションを行いました。新しい環境への対応として、Zoom や
YouTubeLIVE を使用し渋谷区委員会初のオンライン事業となりました。また、参加
した中学生と企業の連携が始まり、今後につながる事業となり、イノベーティブな起
業家の育成と輩出する土壌を広げることに近づきました。

２０２０年度は地区事業を開催できませんでしたが、過去に板橋区委員会では地域に
住む子育て世代と商店街を繋げ、地域の活性化を図ることを目的とした「はじめての
おつかい」や恩送りの心を繋げる「PAY IT FORWARD」、教師の現状を家庭や地域
に理解してもらい、教師へエールを送る「先生ありがとう」などの事業を展開してま
いりました。直近で行った「先生ありがとう」事業については東京都内、そして日本
全国に「教師の日」を広めていくために現在もメンバーが実行委員会に携わるなど活
動を続けております。その他にも、板橋区内で開催される、わんぱく相撲大会やいた
ばし産業見本市、各種公開討論会や音楽祭などにも積極的に協力をして地域の活性化
に寄与しております。

本年は「次への挑戦」をテーマに活動してきました。2 月よりオンライン
での委員会開催となり、新しい環境の中、渋谷区行政や医療機関との連携
をはかり、6 月には渋谷を元気するプロジェクトへの協力や１０月には 2
年目を迎えた地区事業「MANABUYA」を中学生向けに「イノベーション
と起業」を中心とした 3 日間に渡る事業をオンラインで開催し、渋谷区長
や大館市長、東急不動産を始めとする各協力企業の皆様へ中学生がビジネ
スモデルをプレゼンする貴重な機会となりました。渋谷区が開催している、
「くみんの広場」「SIW」にもオンラインにてコンテンツを協力しました。
今後も地域に根差した活動を行うことで地域課題の解決に努めて参ります。
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品川区委員会 世田谷区委員会
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新宿区委員会 荒川区委員会

２０２０年度、新宿区委員会１０８名は第４６委員長大人慶太の掲げるス
ローガンである「時代を創造する先駆者たれ」を胸に、新宿区のより明る
い豊かな社会を実現するための運動を行いました。我々の所属する新宿区
は人口３４万 8 千人、内外国人は 4 万 3 千人という 1 割以上の人々が外
国人という都内一の多文化共生社会を織りなしています。異なる文化を持
つ民族が互いを認め合い共生する社会を創りあげることは、JC 活動の理
念と一致します。新宿区委員会では、① 多文化共生事業を主とした他団体
とのコミュニティ単位での交流を行う、②情報発信を積極的に行い志を同じ
うする者を拡大し個々の能力を高め JC 活動の意味や意義を理解・伝播す
る、③運営面での効果的かつ効率的な変化への挑戦の３点に焦点を絞り運動
を行いました。

新宿区委員会では、「Think about the future of Shinjuku ～新宿の未来について考
えていこう～」を開催いたしました。第１部では、吉住健一新宿区長と東国原英夫様
をお招きし、さらに新宿区民代表として当委員会委員長の大人慶太も交えた対談を行
いました。テーマは、コロナ禍における新宿区の現在、そして、未来についてでした。
吉住区長からはコロナ禍における行政の活動について、東国原様からは宮崎県知事時
代のご経験などをお話しいただきました。委員長大人は、新宿区民を代表して、吉住
区長と東国原様に質問いたしました。第２部では、吉住新宿区長をはじめ、新宿にゆ
かりのある関連団体から１０名の方々をお招きして、意見交換を行いました。その結
果、新宿区内の団体が連携して、新宿のイメージを回復するため情報を発信すること
が重要であるとの認識で一致いたしました。コロナ禍で活動が制限される中、団体同
士の連携をより強化することで、地域が一体となっり明るく豊かなまちづくりの土壌
が創れました。ご協力いただきました皆さんには、深く御礼申し上げます、

文京区委員会は人数が多い委員会ではありませんが、委員会や事業の際には役割を分

担して個々が責任をもって行動するメンバーが揃っています。またメンバー間の仲が

良く、やる時はやる、遊ぶ時は遊ぶとメリハリをしっかりつけており、メンバー同士

のＪＣ外での交流も多く見られます。近年は障害者との共生を推進していく事業をメ

インとして活動しています。中高生の教育に関する事業にも積極的に参加しておりま

す。また、それぞれの事業を通じて、区政や地域企業、地元住民の方々と交流し、強

い信頼関係を築いています。

文京区委員会 墨田区委員会

杉並区委員会目黒区委員会
私たち目黒区委員会は、少数ながらも女性や若い２０代のメンバーが活躍している委

員会です。また、地域団体との連携も密に特に子供たちに対する活動を広く展開して

います。２０１９年度には、児童虐待防止のための活動に取り組んでまいりました。

また、明るい豊かな社会、多様性のある社会を目指し日々活動を展開しています。一

緒に、お洒落な中目黒や自由が丘のカフェで桜並木を見ながら活動できる仲間を随時

お待ちしております。どうぞよろしくお願い致します。

墨田区委員会は現在 16 名と少人数ではありますが、とても仲が良い委員会です。女

性メンバーも多く活躍しております。２０２０年度は東京２０２０オリンピック・パ

ラリンピック競技大会に合わせた地区事業を計画しておりましたが、新型コロナウイ

ルスの影響で中止となりました。しかし、準備期間で地域団体様との絆が深まり、今

後活動していく上で今まで以上の連携ができる環境になりました。今後も明るい豊か

な墨田区の実現に向け邁進してまいります。

杉並区委員会では、コロナ禍で大変な思いをされている区内事業者の方に向けて、給
付金や助成金などの主な事業支援策をリーフレットにまとめ、商工会議所と法人会を通
じて、多くの方にご活用頂きました。また、身体を動かせずにストレスを抱えている子
供たちに向けて、「わんぱく体操」という動画を作成し、皆さんに楽しんで頂いたところ
です。他方、思うように活動出来なかった期間を成長するための時間と捉えて、JCIアチー
ブセミナーを開催し、JC についての理解を深めてまいりました。お陰様で、新しい仲
間も増えましたし、引き続き、杉並区委員会として、社会から必要とされていることに
応えるべく、メンバー一同、頑張ってまいります！

２０２０年度は、「奮え荒川」というスローガンのもと、メンバーが様々な
ことに挑戦をし、発奮した 1 年間でした。荒川区委員会は、メンバー数１
６名（２０２０年年末時点）と比較的少人数の地区委員会ですが、少人数
だからこそ１６名全員仲がよく、アットホームな雰囲気のある委員会です。
また、これまで荒川区委員会では夜にスタッフ会を開催することが多かっ
たのですが、２０２０年度はお子さんのいる女性メンバーが 2 名スタッフ
にいたため、スタッフ会を午前中に開催するなど、しっかりと全員が参加
できるよう配慮致しました。今後も、メンバー全員が活動できるような環
境作りに、委員会として取り組んで参ります。

荒川区委員会では、２０２０年度、「コロナに負けるな！ # 荒川テイクアウト」、「荒
川区長選挙ネット討論会」という 2つの地区事業を主催いたしました。

「コロナに負けるな！ # 荒川テイクアウト」では、セミナー開催やテイクアウトマッ
プを新聞折込みチラシで区民に配布するなど、コロナ禍で苦しい状況にある区内飲食
店を応援する企画を多数行いました。その結果、区内飲食店の方々から多くの感謝の
声が届き、事業後、飲食店経営者の方が委員会にオブザーバーとして来てくれるなど、
その後の交流も盛んです。

「荒川区長選挙ネット討論会」では、政策で候補者選択をしてもらうことを目的として、
荒川区長選挙の立候補者に討論をしていただきました。討論の様子はニコニコ生放送
を通じて荒川区民に届けられ、視聴者数は５ ,０００名を超えました。そして、討論
会を視聴したことで候補者の人柄や政策についてよく理解できたというご意見を多数
いただきました。
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本年度、台東区委員会は他地区同様、新型コロナウイルスの蔓延の影響により、

わんぱく相撲台東区大会、わんぱくトライアスロンなどの開催中止を余儀なく

され、表立っての活動できない 1 年となってしまいました。そのコロナ禍の中

で 4 月頃、報道で医療機関で防護服がないという実情を知り台東区委員会では

レインコート３６８枚、不織布マスク５ ,０００枚、子供用ウレタンマスク８０

枚を新型コロナウイルス対策として台東区役所経由にて永寿病院へ納めさせて

頂き、台東区役所から感謝状を授与致しました。また拡大イベントとして ( 株 )

東京ひよ子協力のもと、本来なら行わないひよ子作り体験のイベントを行いま

した。また台東区が行う「江戸まち　たいとう芸楽祭」の実行委員会メンバー

として大会運営に協力させていただきました。また会員拡大に関しまして、コ

ロナ禍の影響で思うような会員拡大とはなりませんでしたが、3 人の新入会員

を迎えることができました。

２０２０年の豊島区委員会は、メンバーの内新入会員の割合が４割弱と非常に

高くなり、世代交代の兆しがありました。そこで「The Reborn 豊島区委員会」

というスローガンを掲げ、各メンバーに役割を与え、活動を理解してもらう 1

年としました。残念ながら新型コロナウイルスの影響で予定していた運動はで

きませんでしたが、メンバーが知恵やアイデアを出して、どのようなことがで

きるかを考え行動しました。新型コロナウイルスの影響で当初予定していたわ

んぱく相撲や地区事業の開催はかないませんでしたが、その中でもできること

を考え、医療従事者のインタビューを掲載したり、web でのプレゼンテーショ

ンとなった豊島区の社会貢献活動” web” 見本市に参加したりしました。また、

8 月には自衛隊を始めとする団体と協力して開催された「親子ふれあい防災ス

ポーツフェスタ」にも参加し、自粛ムードの期間中での集客型イベントの成功

にも貢献いたしました。新型コロナウイルスでの事業中止を余儀なくされる中

でも、それに対応して生まれた様々な活動に新たに関わることのできた 1 年と

なりました。２０２１年の豊島区委員会は、アフターコロナと言われる時代の中、

新たな挑戦をし飛躍していきます。

事業は中野駅前大盆踊り大会とタイアップしたネオ盆踊りでした。海外の舞踊を通じ
て多文化共生の実現を目指しましたが、残念ながらコロナ禍で、１００％の実現は難
しいこととなりました。しかしながら、その中で中野区の大きなホールの一つ「中野
セントラルパークカンファレンスホール」を借り、海外の舞踊を学んでいて今年度舞
台の機会に恵まれなかった地域の舞踊団体の卒業生に舞踊を行なってもらい、更には
多文化共生の実現には不可欠ともいえる「やさしい日本語」の告知などのイベントや
ブース設置を行いました。地域の団体やその保護者、またやさしい日本語の関連団体
（中野区国際交流協会）等にとても喜んで頂いた事業となりました。この様な事業が
出来た事も、東京ＪＣの各委員会の多大なる御力添えも御座いましたので、心より感
謝申し上げます。来年以降の動きに大事な動きもあるので、引き続き頑張っていきた
いと思います。

本年度大田区委員会は「繋ぐ」をテーマに運営してまいりました。先輩か
ら受け継がれてきたものや、地域や区政との繋がり、そしてメンバー同士
の繋がりを大切にしてきた大田区は、例年様々な地域団体との連携で地域
事業の開催にあたります。本年、そのほとんどが開催されず、地域の皆様
との関わり合いを活かすことが出来ませんでした。２０２１年度はオリン
ピックも開催、海外との交流も多い大田区は、２３区をけん引し事業の活
発な開催により地域との連携はもちろんこと、本年関わることが出来なかっ
た関係諸団体の皆様と、来年度はこれまで以上に多くの時間を共有し、こ
れまで以上に大田区を盛り上げていくよう努めていきます。

大田区委員会は、「ありがとうのお弁当」という子ども食堂事業に取り組んでまいり
ました。様々な事情を抱えるご家庭のため、そしてコロナ禍と度重なる営業自粛要請
により、気持ち的にも沈んでしまった区内の飲食店とそこに勤める人たちを繋いで笑
顔にしていく、そんな想いから事業の開催に踏み切りました。大田区には子ども食堂
が約２０店舗ありますが、今回「子ども食堂だんだん」さんと協力して開催、約１週
間にわたり飲食店の作るお弁当を子どもたちに届けさせていただきました。飲食店に
携わる皆様も、何をしていいかわからないところから、「子どもたちのために」と、
楽しんでお弁当の内容を考えたり、なぜこの仕事に携わるか、と仕事の本来の意義を
思い出してくれたことが今回非常に大きい成果となりました。

中野区委員会 豊島区委員会

台東区委員会大田区委員会

地域に強く愛される委員会、そして誰もが心も身体もオドル社会へ！と題
し、船出をした２０２０年の中野区委員会。しかしながら、新型コロナウ
イルスの影響を受け、私達も中々思う様にＪＣの活動も出来ない一年でし
た。その中で、私たちがどの様に街に貢献できるか、また街を引っ張って
行けるかを考えて歩んだこの一年…。WEB に強い者、イベントに強い者、
地元の繋がりに強い者、また法律に強い者が英知を結集させ、オンライン
で出来る事とオフラインで出来る事を前向きに考え、情熱と勇気を持って
地域の活性化や年頭でも示した在住外国人との多文化共生に寄与をした一
年でした。
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行けるかを考えて歩んだこの一年…。WEB に強い者、イベントに強い者、
地元の繋がりに強い者、また法律に強い者が英知を結集させ、オンライン
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東京ＪＣ２０２０特別委員会は、２０２０年に開催される予定であった東
京オリンピック・パラリンピック大会を機に、東京２３区内において、持
続可能な国際交流拠点を創出していく事を目的とする委員会です。９名の
スタッフと、２３地区委員長がメンバーという委員会構成として運営され
ました。新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、オリンピック・パラリ
ンピックも延期となり、委員会としての事業と、各地区委員会事業とのバ
ランスが難しい中、築き上げてきた各国との絆を次年度以降に引き継ぐた
めに、そして感染拡大の影響の中で、限られたメンバーで真っ先に前向き
な運動を展開しました。

推進事業では、各地区委員会と大使館、行政と共に各地に国際交流拠点を作ることを
目的として展開しました。実際に会う事が難しい情勢の中で、分断されることが無い
よう、同じ地球市民としてお互いを慮ったメッセージの交換や、マスクの寄贈などを
行いました。7 月例会では、オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、今何をし
なければいけないのか、何ができるのかを見つめなおし、新時代「ニューノーマル」
でのチャレンジについて、NowDo 株式会社から本田圭佑氏、鈴木良介氏にインタ
ビューをさせて頂きました。そして慶応義塾大学の宮田裕章教授にニューノーマルと
の向き合い方を講演頂き、またトークセッションで新時代に於いての前向きなチャレ
ンジについて発信しました。また、ホームページに特設サイトを開設し、コロナ禍に
おけるＪＣＩ東京の運動について、各委員会との連携を図り、特設サイトに集約する
ことで内外に向けてその前向きな運動に誇りを持ち、発信を行いました。

「新時代を切り開く東京 ～変化に強い人財が溢れる社会を目指して～」伊澤理事長の

力強いスローガンのもと本年はスタートを切りました。しかし、想像以上の変化に相

対することとなり、思い描いていた運動の実現が困難となりました。そのような情勢

の中でも、財務審査特別委員会は明確な判断基準のもと、公益法人として社会からの

信用に答える財務運営を実現すると共に、運動の歩みを止めることのないよう、ルー

ルに縛られることなく、効果的な運動実現のため柔軟に対応し、各委員会と共に運動

を推し進めることが出来ました。また、多くの変化に相対することで、何事にも柔軟

に対応できる変化に強いリーダーの育成を実現できました。公正な審査のもとでの費

用対効果の高い運動の実現、そして変化に強い人財の育成機関となることで、更なる

社会からの信用を得ることが出来ました。

財務審査特別委員会

組織マネジメント特別会議は、時代に即した定款諸規則や会議システムの

検討・改訂・推進、また組織改革に関する有識者との情報共有を目的に設

置されました。規則・規程変更においては明文化されていなかった理事長

予備選挙、理事選挙の電子投票を明文化を行いました。また、当初より全

会議を基本的に web にて行い効果検証を行い、委員会・会議体の事例とす

ることを予定していましたが、コロナウイルスの影響により、各委員会

web 会議が導入されました。有識者との意見交換については東京都医師会

と連携を行い、物資の寄付や東京都医師会会長と理事長との対談を設え、

東京青年会議所における運営指針と運動の方向性の検討を行いました。

組織マネジメント特別会議

スタートアップアカデミー特別委員会
東京青年会議所の果たす目的や社会貢献活動とは何か。何故私達の団体が存在してい

るのか。何故仲間を増やしていかなければならないのか。何故自己成長しなければな

らないのか。他の異業種交流会とは違う存在なのは何故なのか。

こういった疑問をもっている入会 2 年未満のメンバーに向け、課題解決方法の道筋

を立たせ、少しでも不安を払拭し期待を持つことで、仕事・プライベートがある中、

非常に限られた時間の中で、自ら能動的な行動を起こし、青年会議所という団体の存

在意義を共感する環境を構築しました。

スタートアップアカデミーは会員研修の一役を担う委員会であるため、各月委
員会においては、東京青年会議所の活動に対してメンバーが抱えている疑問に
答えられるような研修を行いました。そして、「自律」した変化に強い人財の重
要性を理解し、活躍出来る土壌を構築するために、新型コロナウイルス感染症
感染拡大による緊急事態宣言が明けた最初の例会として、YouTube や
Facebook によるリアル配信、6 月例会～「自律」した人財とは何か？改めて
考える体・技・心～を開催しました。

研修プログラムとしては、年間 4 回にわたる勉強会を行いました。2 月には、

各委員会が行う社会課題解決を行う為の事業構築セミナー、5 月には新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大し緊急事態宣言中に WEB による発信の仕組みや運
動展開と WEB に関するリテラシーセミナー、１０月には歴代理事長による今
後青年会議所を支えるメンバーに対して知識、経験、考え方を伝えるセミナー、
そして１１月には、6 月例会のテーマである「自律」した変化に強いリーダー
となるための土壌を構築するための識学セミナーを行ってきました。このよう
に、年間を通じて、メンバーが一人一人が能動的に行動を起こし、青年会議所
という存在意義を共感する場を設けました。

事業紹介

東京ＪＣ２０２０特別委員会

「大江戸花火２０２０」では、様々なイベント中止、青年会議所運動の自粛、東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の延期を受け、実行委員会を組織し、東京都・

東京商工会議所・東京青年会議所後援のもと築地市場跡地にて１８００発の花火の打

ち上げを行いました。無観客開催のため、TOKYO MX アプリ「エムキャス」でのラ

イブ配信とアーカイブ視聴としました。また、近隣の小学校へはＤＶＤの配付を行い

ました。無観客ではありましたが、許可申請や安全管理上、関係各庁・地域団体・病

院との調整が必要であり、また多くの協力企業のもと開催が可能となりました。実施

後は、多くの反響をいただきました。
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ました。新型コロナウイルスの感染拡大の影響で、オリンピック・パラリ
ンピックも延期となり、委員会としての事業と、各地区委員会事業とのバ
ランスが難しい中、築き上げてきた各国との絆を次年度以降に引き継ぐた
めに、そして感染拡大の影響の中で、限られたメンバーで真っ先に前向き
な運動を展開しました。

推進事業では、各地区委員会と大使館、行政と共に各地に国際交流拠点を作ることを
目的として展開しました。実際に会う事が難しい情勢の中で、分断されることが無い
よう、同じ地球市民としてお互いを慮ったメッセージの交換や、マスクの寄贈などを
行いました。7 月例会では、オリンピック・パラリンピックの延期に伴い、今何をし
なければいけないのか、何ができるのかを見つめなおし、新時代「ニューノーマル」
でのチャレンジについて、NowDo 株式会社から本田圭佑氏、鈴木良介氏にインタ
ビューをさせて頂きました。そして慶応義塾大学の宮田裕章教授にニューノーマルと
の向き合い方を講演頂き、またトークセッションで新時代に於いての前向きなチャレ
ンジについて発信しました。また、ホームページに特設サイトを開設し、コロナ禍に
おけるＪＣＩ東京の運動について、各委員会との連携を図り、特設サイトに集約する
ことで内外に向けてその前向きな運動に誇りを持ち、発信を行いました。
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力強いスローガンのもと本年はスタートを切りました。しかし、想像以上の変化に相

対することとなり、思い描いていた運動の実現が困難となりました。そのような情勢

の中でも、財務審査特別委員会は明確な判断基準のもと、公益法人として社会からの

信用に答える財務運営を実現すると共に、運動の歩みを止めることのないよう、ルー

ルに縛られることなく、効果的な運動実現のため柔軟に対応し、各委員会と共に運動

を推し進めることが出来ました。また、多くの変化に相対することで、何事にも柔軟

に対応できる変化に強いリーダーの育成を実現できました。公正な審査のもとでの費

用対効果の高い運動の実現、そして変化に強い人財の育成機関となることで、更なる

社会からの信用を得ることが出来ました。

財務審査特別委員会

組織マネジメント特別会議は、時代に即した定款諸規則や会議システムの
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置されました。規則・規程変更においては明文化されていなかった理事長

予備選挙、理事選挙の電子投票を明文化を行いました。また、当初より全

会議を基本的に web にて行い効果検証を行い、委員会・会議体の事例とす

ることを予定していましたが、コロナウイルスの影響により、各委員会
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と連携を行い、物資の寄付や東京都医師会会長と理事長との対談を設え、

東京青年会議所における運営指針と運動の方向性の検討を行いました。

組織マネジメント特別会議

スタートアップアカデミー特別委員会
東京青年会議所の果たす目的や社会貢献活動とは何か。何故私達の団体が存在してい

るのか。何故仲間を増やしていかなければならないのか。何故自己成長しなければな

らないのか。他の異業種交流会とは違う存在なのは何故なのか。

こういった疑問をもっている入会 2 年未満のメンバーに向け、課題解決方法の道筋

を立たせ、少しでも不安を払拭し期待を持つことで、仕事・プライベートがある中、

非常に限られた時間の中で、自ら能動的な行動を起こし、青年会議所という団体の存

在意義を共感する環境を構築しました。

スタートアップアカデミーは会員研修の一役を担う委員会であるため、各月委
員会においては、東京青年会議所の活動に対してメンバーが抱えている疑問に
答えられるような研修を行いました。そして、「自律」した変化に強い人財の重
要性を理解し、活躍出来る土壌を構築するために、新型コロナウイルス感染症
感染拡大による緊急事態宣言が明けた最初の例会として、YouTube や
Facebook によるリアル配信、6 月例会～「自律」した人財とは何か？改めて
考える体・技・心～を開催しました。

研修プログラムとしては、年間 4 回にわたる勉強会を行いました。2 月には、

各委員会が行う社会課題解決を行う為の事業構築セミナー、5 月には新型コロ
ナウイルス感染症感染拡大し緊急事態宣言中に WEB による発信の仕組みや運
動展開と WEB に関するリテラシーセミナー、１０月には歴代理事長による今
後青年会議所を支えるメンバーに対して知識、経験、考え方を伝えるセミナー、
そして１１月には、6 月例会のテーマである「自律」した変化に強いリーダー
となるための土壌を構築するための識学セミナーを行ってきました。このよう
に、年間を通じて、メンバーが一人一人が能動的に行動を起こし、青年会議所
という存在意義を共感する場を設けました。
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東京ＪＣ２０２０特別委員会

「大江戸花火２０２０」では、様々なイベント中止、青年会議所運動の自粛、東京オ

リンピック・パラリンピック競技大会の延期を受け、実行委員会を組織し、東京都・

東京商工会議所・東京青年会議所後援のもと築地市場跡地にて１８００発の花火の打

ち上げを行いました。無観客開催のため、TOKYO MX アプリ「エムキャス」でのラ

イブ配信とアーカイブ視聴としました。また、近隣の小学校へはＤＶＤの配付を行い

ました。無観客ではありましたが、許可申請や安全管理上、関係各庁・地域団体・病

院との調整が必要であり、また多くの協力企業のもと開催が可能となりました。実施

後は、多くの反響をいただきました。
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中長期ビジョン策定特別会議

会 務・政策委員会報告

経済政策委員会

政治行政政策委員会
本年政治行政政策委員会では 3 つの事業をおこないました。政策で候補者を選択で

きる討論会を目指し、東京都知事選挙公開討論会では、告示後でのネット討論会を実

施しました。そして、１０月第一例会では、「若者と政治」をテーマとし、様々な手

法で社会を変えるため第一線で活躍されている講師をお呼びし、「若者が声を持ち、

届け、その声が届く社会」についてお話をいただきました。最後に、本年も昨年同様、

自ら考え、自ら行動し社会をよくする運動ができる人を育てる運動として、模擬請願

事業を行いました。

本年策定した中長期ビジョンは「幸福」をコンセプトに据えていることから、幸福学

の研究者である前野隆司教授を講師としてお招きし、幸福のメカニズムや目指すべき

定常化社会と幸福との関係を解説いただき、その動画を 9 月例会よりも前に

YouTube 配信（全 4回）することで、メンバーへの理解度を深める試みを行いました。

そして、中長期ビジョン策定特別会議が主管した 9月例会（9月 5日（土）開催）では、

青山社中の朝比奈一郎氏、THE VISION の著者・江上隆夫氏を講師としてお招きし、

本年度策定した中長期ビジョンを YouTube 配信にて発表すると共に、講師それぞれ

から講評をいただき、ビジョン実現に向けた実践的な取組等についての意見交換を行

いました。また、コロナ禍で 3 月例会より中止されていたリアル会場（秋葉原

UDX）も同時に設置し、同所に関係団体をお招きして、ＪＣＩ東京が取り組む 6 政策

毎にグループディスカッションを行い、中長期ビジョン実現に向けた連携・協同関係

の構築を目指しました。

ブランディング特別委員会では、新型コロナウイルス感染拡大により JC 運動の変化

に合わせて、運動発信の在り方に関しても変化をしていきました。Youtube でのオ

ンライン例会の配信や動画編集、SNS を積極的に駆使して、多くの市民にＪＣ運動

を発信してまいりました。

同時に初のキー局での冠番組放送など、新しい事にもチャレンジし、多くの市民に社

会課題とＪＣ運動を発信していきました。このノウハウを次年度に引継ぎ、さらなる

ＪＣＩ東京のブランド化を行ってまいります。 

ブランディング特別委員会

ＪＣＩ東京の「中長期ビジョン」は、２００７年の改訂を最後に、その時々

の社会に適合させる作業から取り残され、特に、複雑さを極める近年の社

会状況（VUCA）においては、運動を散漫にさせる大きな要因となってお

りました。本年、中長期ビジョン策定特別会議は、この反省を踏まえ、多

くのメンバーと討議し意見集約をしながら、１３年ぶりに中長期ビジョン

を策定致しました。また、メンバーへの浸透を高めるべく、過去の形式か

ら脱却し、コンセプト動画や冊子、理解度クイズを作成する等、対内・対

外に向けて発信、共感されやすくするための工夫を凝らしています。この

中長期ビジョンが、今後の運動の羅針盤となり、ＪＣＩ東京の運動に一体感

を持たせ、力強く支援する存在となることを心から願います。

都内の企業の約９９％は中小企業です。中小企業の多くは、グローバル化

や ICT 技術の進展に伴い、第 4 次産業革命ともいわれる産業構造の変化に

直面しており、イノベーションの必要性を感じておりますが、経営戦略、

人財確保、資金調達等の問題が障害となり、イノベーションの創出に向け

た活動に取り組めていません。経済政策委員会は、人材、物質、資金、情報、

技術、社会等を結び付けて、中小企業によるイノベーションの創出を後押

ししました。

２０２０年度は、新型コロナウイルスの感染拡大防止の観点から、参加者を会場に集

めて行うワークショップ形式での事業の開催が困難になりました。また、新型コロナ

ウイルス感染症の流行により、中小企業にとっては、いかにして事業を継続していく

かが、その存続に係る喫緊の重要課題として認識されるに至りました。経済政策委員

会では、２０２０年 3 月に、中小企業が新型コロナウイルスの脅威に打ち勝ち、事

業継続の道筋を見つけられるようにするために、オンラインでの緊急会議を開催し、

経営者間での情報共有を通じて、中小企業が事業継続の道筋を見つけるサポートを行

いました。また、２０２０年 7 月には、新型コロナウイルスの影響により廃業する

中小企業の増加が確実視される状況に至ったことから、経済的・文化的喪失を最小限

にするために、第三者への事業承継について多くの中小企業の経営者や士業に知って

もらい、with コロナにおける中小企業を支援する事業を行いました。
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「国際政策」に関する運動を展開するとともに、海外メンバーや国際シニア
との交流の機会を作ってきました。「グローバル人財の育成」の仕組みを作
る国際政策推進運動、世界会議の機会とあわせて行う１１月例会を担当し
ました。また、ＪＣＩ日本ＪＣ連携委員会と協力し、ＪＣＩマニラなど来日
した海外メンバーのアテンド・交流や、アジア太平洋地域の各国首都の JC
とのミーティングをオンライン APICC として実施しました。コロナ禍に
よって、海外ＪＣメンバーとの交流の機会が限られる中でも世界会議中に、
オンラインの交流企画を実施するなどしました。日中友好の会のシニアに
協力いただき、ＪＣＩ東京における日中の歴史やその運動・活動を学ぶ勉強
会も開催しました。 

「グローバル人財の育成」との理事長所信に基づき、海外・外国人に苦手意識を持つ「日
本人大学生」をターゲットとして、大学生と留学生とが交流を超えた「協働」をする
機会を提供するプログラム作りを行いました。国際交流に興味がない学生に参加して
もらうため、「デザイン思考」という課題解決のマインドセットをグループワークで
学び、実践するプログラムを、アイセック・ジャパンなどの学生と協力して行い、の
べ５０人以上の学生、アメリカ、インド、ブータン、インドネシア、マリ共和国など
多数の国の留学生が参加しました。１１月例会では、「アサーション」という自己主
張のスキルやマインドを学ぶ例会を Zoom ウェビナーを利用して実施しました。緊
急事態宣言中には、家で過ごす子どもに有意義な時間を提供し、同時に医療従事者な
どへの応援メッセージを作る「ありがとうのぬりえ」プロジェクトを国内外の作家の
協力の下行いました。

教育政策委員会

共生社会政策委員会

国際政策委員会

財務運営委員会

共生社会政策委員会では、障害者の就業継続を支援する B 型事業所の存在及び
その活用方法や有益性の認知拡大、並びに同事業所への業務委託数の向上を目
的として、「3 月例会～共生社会の実現を目指して～」を主管委員会として設え
るとともに、推進事業として『共生社会を目指して～スペシャルワークスマッ
チング～」を実施致しました。２０２０年は新型コロナウイルスの影響により

様々な困難もありましたが、3 月例会については東京青年会議所史上初の WEB
例会として開催致しました。推進事業についても WEB 会議システムを駆使し
ながら時には B 型事業所にも足を運ぶ等して、企業と B 型事業所とのマッチン
グ成立のお手伝いをさせて頂きました。

私たち教育政策委員会は、２０２０年のテーマを「新時代への適応力を養う」
と設定し、運動発信及び委員会運営を行って参りました。運動発信では、
新時代への適応力の基礎となる「自己肯定感」の向上を目的として活動し
て参りました。オブザーバーとして現役中高生にも参加いただくなど、新
時代にふさわしい運動発信ができました。委員会運営では、ウェブ会議ツー
ルをいち早く取り入れ、会議の効率化に努めました。このような活動がで
きたのも、委員会メンバー間の強い信頼関係と、教育を通じて世界を変え
ようとする熱い気持ちの賜物です。今後ますます活躍が期待される教育政
策委員会メンバーを、みなさまよろしくお願いいたします。

２０２０年度教育政策委員会は、「家庭・地域・学校が連携して子どもの自己肯定感
を高める環境を作る」ことを目的として活動してきました。自己肯定感とは何か、ど
のようにしたら子どもの自己肯定感を高めることができるか、といった点について工
藤紀子講師に講演いただいた内容は、YouTube にて公開されており、多くの方にご
視聴いただいています。また、十条銀座商店街にて開催した「おかいものチャレンジ！」
では、１６組の子どもたちがおかいものに挑戦しました。両親に任されたおかいもの
をやり遂げた子どもたちは、見違えるほど自信に満ち溢れていました。新型コロナウ
イルス感染症を受けて、オンラインワークショップという新しい形の事業にも挑戦し
ました。ウェブ会議ツールを活用することで、誰でもどこからでも気軽に事業に参加
することができることがわかり、今後の事業構築の幅が広がりました。

本事業を引き続き発信し、自己肯定感向上の好循環を作って参ります。

財務運営委員会は企業との賛助契約や賛助企業様へのフォローを主な役割
とした委員会です。今年度の財務運営委員会は、ただ賛助企業の営業補助
をするだけではなく、明るい豊かな社会を創るパートナーとして賛助企業
とタイアップした活動を行い、発信することで企業とＪＣＩ東京の関係性
を向上させ、社会の認知度を高めることを意識した活動を行ってまいりま
した。 

また、今年度は企業との関係性の向上だけではなく、ミロク情報サービス様、
アメリカン・エキスプレス様、織学様、マイナビ様、NN 生命保険様の計
５社との新規契約を結ぶことが出来ました。

１０月第二例会「企業 ×ＪＣＩ東京」～繋げて起こせよムーブメント～では、「企業
の社会活動」をテーマに企業が社会活動を行う意義と連携して行う社会活動について
考えるために例会として財務運営委員会が初めて主管した例会です。当日は渋谷スト
リームホールとライブ配信のハイブリッド形式で行いました。第 1 部では留目真伸
氏（SUNDRER）に講演いただき、社会活動を行う意義と連携した取り組みについ
て考えるきっかけを作りました。第 2 部では実際に Google、大塚製薬とＪＣＩ東京
が連携した取り組みを行い、その様子や成果について映像に収めて発表しました。第
3 部では大川哲郎氏（大川印刷）、東浦亮典氏（東急）、石川泰弘氏（大塚製薬）の 3
名のクロストークから連携した社会活動へのヒントについて学びました。また、賛助
企業の紹介動画、次年度政策室の PR 動画を流すことで企業とＪＣＩ東京の関係性の
向上に繋げました。
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わんぱく相撲委員会 ＪＣＩ・日本ＪＣ連携委員会

会員拡大は JC の長い歴史の上でも途切れることなく行ってきた運動です。それは、

なぜか。私たち JC が行う活動や想いに共感した「仲間」を増やす事により地域に東

京に、ひいては日本中に大きなインパクトを起こすためです。私たち拡大支援委員会

は２０２０年度、「共感者・賛同者を増やす！」をモットーに活動しました。コロナ

ウイルスという未曾有の中、思うように会員拡大活動ができない日々が続きましたが、

それでも「このような時だから出来ること」を探求し、実施し、検証してまいりました。

その結果多くの本物の「仲間」が入会してくれました。１年間、私たちの想いに、活

動に賛同してくれご協力いただいた皆様、心より感謝申し上げます。

拡大支援委員会

渉外委員会は各種諸大会や、外部団体との連携をスムーズに行うため、積極的な情報

収集や交渉を行います。各種諸大会では、東京 JC キャビネットが円滑にスケジュー

ルを進めることができるよう、予定表を作成し、アテンドを行います。 

また、外部団体との関係構築を能動的に行う窓口としての役割を果たし、積極的に外

部団体とコミュニケーションを取っております。 

　東京 JC 内での地区委員会との交流をさらに深めるためにも、理事長と各地区委員

会を回り、地区委員会メンバーとも積極的にコミュニケーションを図ります。

渉外委員会

２０２０年度の総務委員会は例年の運営に加え、新型コロナウイルスの影響により各

諸会議等が WEB 開催およびハイブリッド開催となったため開催方法を柔軟に変更し

て対応し、総会や理事会等の WEB での設えへの取り組みや新入会者に対する入会審

査も WEB 審査を導入し、社会情勢の変化に対応して行ってまいりました。また、例

年行っている各種大会が中止や延期となったことにより、会員の登録方法の変更等も

時代に即した対応も行ってまいりました。本年の新たな取り組みを踏まえ、２０２１

年度以降に関しても今までの運営方法に加え活かしていけるようにしてまいります。

２０２０年度例会運営委員会では、例会を担当する主管委員会の第一の賛同者となり、

対外・対内に発信する例会をより良くするという観点から行動を続けてまいりました。

新型コロナウイルス感染症の蔓延という状況により、多くの例会が計画していたもの

から変更を余儀なくされる中、新たな挑戦や発信手法を続け、どのような状況であっ

たとしても、明るい豊かな社会の実現に向けて、より良い例会作りに全力を注ぎました。

２０２０年度は「一人でも多くのメンバーに国際の魅力を伝える」のテーマのもと、
海外メンバーとの交流や学ぶキッカケづくりに力を入れて活動して参りました。具体
的には、東京青年会議所や日本青年会議所などの海外関連事業がある際、Facebook
の現役ページに投稿することで、多くのメンバーに参加して頂くことができました。
次に今年初めて行う姉妹ロムの JCI マニラ主催のオンラインチャリティーコンサート
があり、東京メンバーから多くの協賛金を頂き現地の医療機関に寄付しました。次に
アワードがあります。ASPAC アワードでは、板橋区委員会の【先生ありがとう】が
受賞、世界会議では２０２０特別委員会の【万国フェス】がノミネートされました。
最後に、今年国際の窓口として活動させていただき、オンラインを使用した新しい可
能性を発見することができ、今後の活動に活かすことができると確信が持てました。

総務委員会

例会運営委員会

わんぱく相撲は、子どもたちにとって相撲を通じて心身を鍛え、礼節や思

いやりを学ぶための場であるとともに、ＪＣＩ東京の財産であり、代名詞的

な事業となっております。 わんぱく相撲委員会では、子どもたちの夢の舞

台、成長の機会の場として、大会をより良い形で開催を行なう一方で、大

会運営の方法、関係団体、協賛企業、各 LOM との関係の有り方について

は時代の変化に合わせ将来性を模索し、多くの議論を重ねて行動してまい

りました。わんぱく相撲を通して多くのメンバーや入会候補者が主体的に

青年会議所活動に参画することとなり、聡明な青年らしいビジョンを描き、

変化に強い人財へと変わり新時代を切り開く東京を創造します。

２０２０年は新型コロナウイルスの影響により、全国各地の地区大会・ブロック大会

が中止となり、全国大会も開催に至りませんでしたが、当委員会で担うわんぱく相撲

全国大会実行委員会の役割として、全国各地の LOMへ 2月の時点でいち早くわんぱ

く相撲におけるコロナ対策ガイドラインの提示を行い、4 月初旬には地区大会中止要

請を展開しました。これにより、２００を超える各地区大会での混乱を収束させるこ

とができました。 

全国大会も中止となりましたが、大会運営について関係団体と協議のうえ、主催団体

の変更を行い、今後の実行委員会の方針も策定しました。 

わんぱく相撲の年間スケジュールやわんぱく相撲委員会の活動全体を引き継ぎ資料と

して作成し、例年の課題である情報共有に役立てました。

２０２０年度は、ＪＣＩ・日本ＪＣ連携委員会の担当は大きく４つあります。
まず、国際渉外担当です。現在東京青年会議所は、６カ国のシスターロム
があり、新年賀詞交換会の招待・訪問などの海外との連絡窓口になってお
ります。次に AIPCC（アジア太平洋国際都市会議）というアジア２１カ国
の首都ロムが議論する会議の参加があります。３つ目に、ＪＣＩマニラとの
SMBP( スモーキーマウンテンプロジェクト ) がありましたが本年度は中止
になりました。最後に、ASPAC アワード、世界会議アワード、ジャパン
アワードがありました。 
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２０２０年 1月１６日～１９日開催。
日本青年会議所の１年のスタート、全国各地の会員会議所メンバーが集
う京都会議。２０２０年度のテーマは「アップデート」でした。本年度
は組織、社会、国家、国際という４つのキーワードにフォーカスした
フォーラムが開催されました。
また、２０１９年度第５８回全国大会富山大会が台風１９号の影響にて
一部ブログラムの中止・延期により、京都会議にて行われた AWARDS 
JAPAN 2019 にて【最優秀 NOM フラッグシップモデル賞】を受賞い
たしました。

ＪＣＩ日本諸会議・大会報告

京都会議

新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ-１９）の影響により、サマーコンファ
レンス２０２０は中止となりました。

サマーコンファレンス
新型コロナウイルス感染症の拡大に鑑み、東京都及び、調布市の対策方
針を踏まえまして、２０２０年 5 月３１日 ( 日 ) に調布市にて開催を予
定しておりました、「第４９回東京ブロック大会 調布大会」は中止とな
りました。

東京ブロック大会

２０２０年２月２１日～２３日まで石川県金沢市で金沢会議が開催され
ました。金沢会議は、２０１５年に世界会議金沢大会が開催された際に
「SDGｓを推進するため」採択された金沢宣言をもとに以後、毎年金沢
の地で開催されています。
ラストイヤーとなる本年度のテーマは Global Goals in Action ～ＮＯ 
ＥＡＲＴＨ ＮＯ ＬＩＦＥ～。ＪＣＩ会頭イタイ氏からは「ＪＣＩはＳ
ＤＧｓに対して重要な役割を担う組織である。これからやるべきことは
ＳＤＧｓにインパクトを与えるアクションを起こすことである」と力強
く語りました。

金沢会議

新型コロナウイルス感染症の影響により２０２０年度の全国大会は 「Ｗ
ＥＢでの開催」 となりました。
大会式典・式典の部では、石田会頭による今年度新型コロナウイルスの
影響で開催できなかった数々の事業や、これから我々がしなければなら
ないこと、未来への想いを述べられました。WEB を通して１５，００
０名を超えるメンバーが大会に参加いたしました。

全国大会

関東地区大会

ＪＣＩ諸会議・大会報告

APICC は Asia Pacific International Cities Comference の略で、ア
ジア各国の首都 LOM が集まり、各国の取組みと今後の展開について発
表する会議です。
２０２０年は新型コロナウイルス感染拡大を受け、ZOOM での開催と
なりました。各国の新型コロナウイルス感染症に対する取組みを共有い
たしました。

APICC (アジア太平洋国際都市会議 )

２０２０年ＪＣＩ世界会議横浜大会、新型コロナウイルス感染症の状況
を慎重に見極めオンラインをベースとしつつ、一部のプログラムを現地
開催にて行うハイブリッド形式となりました。JAPAN　FORUM 
CLOSING では内閣総理大臣菅義偉氏にご登壇いただき、コロナとの共
生社会において、世界における日本の立ち位置とレジリエンスある国家
をどう構築していくかに関して講演、対談を行いました。ＪＣＩ日本と
環境省との SDGs 推進に向けたパートナー宣言を発信し、真の持続可
能な社会に向けて共に行動に起こす起点となりました。

世界会議

２０２０年１０月３日に第６８回関東地区大会 相模原大会が YouTube
チャンネルでの配信という形で開催されました。
大会テーマは「Believe in CONNECT～つながりや絆を信じて、地域
を牽引していく人財溢れる首都圏を創造する～」。これまでのつながり
を活かし絆という助け合いの心を信じて、時代の変化に対応していく術
を学び、地域を牽引していく人財が溢れる首都圏を創造していくという
信念のもと、多くのフォーラムが配信されました。
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ＳＤＧｓにインパクトを与えるアクションを起こすことである」と力強
く語りました。

金沢会議

新型コロナウイルス感染症の影響により２０２０年度の全国大会は 「Ｗ
ＥＢでの開催」 となりました。
大会式典・式典の部では、石田会頭による今年度新型コロナウイルスの
影響で開催できなかった数々の事業や、これから我々がしなければなら
ないこと、未来への想いを述べられました。WEB を通して１５，００
０名を超えるメンバーが大会に参加いたしました。

全国大会

関東地区大会

ＪＣＩ諸会議・大会報告

APICC は Asia Pacific International Cities Comference の略で、ア
ジア各国の首都 LOM が集まり、各国の取組みと今後の展開について発
表する会議です。
２０２０年は新型コロナウイルス感染拡大を受け、ZOOM での開催と
なりました。各国の新型コロナウイルス感染症に対する取組みを共有い
たしました。

APICC (アジア太平洋国際都市会議 )

２０２０年ＪＣＩ世界会議横浜大会、新型コロナウイルス感染症の状況
を慎重に見極めオンラインをベースとしつつ、一部のプログラムを現地
開催にて行うハイブリッド形式となりました。JAPAN　FORUM 
CLOSING では内閣総理大臣菅義偉氏にご登壇いただき、コロナとの共
生社会において、世界における日本の立ち位置とレジリエンスある国家
をどう構築していくかに関して講演、対談を行いました。ＪＣＩ日本と
環境省との SDGs 推進に向けたパートナー宣言を発信し、真の持続可
能な社会に向けて共に行動に起こす起点となりました。

世界会議

２０２０年１０月３日に第６８回関東地区大会 相模原大会が YouTube
チャンネルでの配信という形で開催されました。
大会テーマは「Believe in CONNECT～つながりや絆を信じて、地域
を牽引していく人財溢れる首都圏を創造する～」。これまでのつながり
を活かし絆という助け合いの心を信じて、時代の変化に対応していく術
を学び、地域を牽引していく人財が溢れる首都圏を創造していくという
信念のもと、多くのフォーラムが配信されました。
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